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１ 品位ある西高生
本年度の ・礼節を重んじ、自らを律する態度の涵養 ・人権意識の発揚 ・環境美化
重点目標 ２ 智をみがく西高生

・高い志と強い意志･意欲の涵養 ・確かな学力の育成 ・授業･補習等への積極的な取組
３ 逞しい西高生
・文武二道 ・学校行事への積極的な参加と取組 ・疾病･傷害の未然防止

項目（担当） 重点目標 具体的方策 留 意 事 項

学校行事 式典や集会を通して ・式典の意味を認識させた上で ・ホームルーム担任や生徒指導部と連携し、式典に相応
（総務部） 品位・品格を高める の、それに相応しい品位ある身 しい品位ある身だしなみで臨むように指導する。
生徒指導部 だしなみの定着 ・校歌の歌詞やその意味を把握して、しっかり歌えるよ（ ）
（各学年会） ・校歌斉唱を通した西高生とし うに指導する。

ての自覚の向上

ＰＴＡとの連携の推 ・情報交換の充実 ・役員会、理事会、支部別ＰＴＡの懇談会を通して情報
進 交換を充実させる。

学習指導 ・３年間を見通した教科シラバ ・各学年の最初の授業で配布・説明する。また長期休業
（教務部） 学習意欲の喚起 スの積極的活用 明けに再度簡易版などを提示して学習の立て直しができ
（進路指導部） るようにする。
（各教科会） ・分かりやすい授業の研究 ・一学期の授業公開や生徒による授業アンケートをもと

、 。（各学年会） に教科会で研究協議し 教科全体の指導力の向上を図る
・発展性のある学力の育成 ・基礎・基本の定着にとどまらず、読解力や表現力など

の発展性のある学力と高い知性を身につけさせる。

生徒指導 ・自己防衛意識向上に向けた積 ・交通事故や不審者被害について、｢生徒指導部だより｣
（生徒指導部） 安心安全な学校生活 極的な啓発活動の展開 等の配布だけでなく、式典、 等のあらゆる機会を捉LT

（各学年会） につながる積極的な え、継続して啓発活動と指導を行う。
生徒指導 ・規範意識と心豊かな人間性の ・本校生徒としての帰属意識と規範意識を高め、基本的

涵養 生活習慣の確立を図る。
・交通安全指導の充実 ・交通法規、マナーの周知徹底と遵守、交通トラブルへ

の対応など生徒の様々な交通環境を想定した安全教育全
般に関する指導を行う。

進路指導 ・希望進路の設定 ・進路情報の提供や、様々な学習活動を通して、より自
（進路指導部） 希望進路の実現 分を高められるような進路を考えさせる。
（各教科会） ・進路情報の分析・検討と提供 ・様々な進路情報を取捨選択し、生徒や保護者のニーズ
（各学年会） に応えられるよう発信していく。

・補習等、課外指導の充実 ・生徒の状況に応じた教材の開発や、習熟度別クラス編
成によって、学習効果を高める。

安全指導 ・傷害・疾病の防止のための意 ・トレーナー講習会を実施する。その中で生徒のケガ防
（保健部） 障害・疾病防止への 識の向上 止に対する知識及び意識を高め、学校全体のケガの減少
（各学年会） 取り組みと校内美化 につなげる。

の推進 ・救命具操作技術の習得 ・心肺蘇生法の技術を、ダミー人形を使用して理解させ
る。正しい操作技術を身につけることにより、生命を救
えることを学ばせる。

・生活環境と清掃に対する意識 ・音楽を聞くことにより清掃場所へ素早く移動し、積極
の高揚 的に清掃に取り組ませると同時に終了時間も意識させ

る。清掃を通して生活環境を整えさせる。

部活動 ・日々の練習の充実 ・教員間の連携を深め活動時間を確保するともに、工夫
生徒会行事 部活動成果の向上と ある練習を行えるようにする。また、部活動を通じて感
（生徒会部） 学校行事の充実・発 謝の心や規範意識を育てる。
（各学年会） 展 ・委員会活動の活性化と生徒の ・委員会活動を活性化し、生徒会行事への生徒の主体的

主体的な参加 な参加を促すとともに、リーダーの育成を図る。

読書指導 ・図書委員による行事活動の充 ・図書委員を中心とした図書館行事（企画展）を積極的
（図書部） 積極的な図書館利用 実 に行う。
（各教科会） の推進 ・生徒の読書推進 ・図書委員の作成する“ ”で図書館を生Library News

（各学年会） 徒にとって身近なものにする。
・利用しやすい図書館への工夫 ・ 図書館だより」の新着図書・推薦図書の紹介を通じ「

て生徒の読書意欲の喚起に努める。
・生徒の興味をひく図書の充実、配架方法の工夫に努め
る


